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「高校教育指導課通信」では，各学校の工夫した取組等

について情報提供します。第 26 号は福山工業高等学校

です。 

主体的な学びを促す授業づくり 
－コロナ禍における課題発見・解決学習の推進－ 

 

教科の専門性をいかした課題発見・解決学習 

 

○ 新型コロナウイルス感染症防止対策をテーマとして，電子機械科の生徒が科目「課題研究」でフェ

イスガードを製作しました。必要なパーツの図面を作成し，レーザー加工機を使って試作品を製作し

ました。教員が活用し，改善点を踏まえて，生徒が改良しています。コロナ禍においても，専門的な

学びが社会の中で生きて働く知識や技術として活用できるよう，実践的・体験的な学びを推進してい

ます。この他にも建築科・機械科がそれぞれ飛沫感染を防止するための「ついたて」を作成。校内の

いたるところで，工業科ならではの専門性をいかし，社会課題の解決に向けた取組を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教職員や生徒のアイデアを教育活動に！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「高校教育指導課通信」に掲載された他校のＩＣＴ活用事例を参考に教員研修会を実施し，日々の

授業でＩＣＴを積極的に活用するための方法について，協議しました。また，新型コロナウイルス感

染症防止対策が風化しないよう，教員による対策アイデア会議を開きました。それを踏まえて生徒が

協議し，生徒会中心で感染症防止に係る昼の校内放送や，電光掲示板を活用した手洗いの啓発などを

実施しました。先生や生徒がアイデアを出し合い特色ある教育活動が展開されています。 

【課題研究の様子】 

【建築科の作品】        【機械科の作品】 

担当の先生より 
 工業高校の拠点校として，県内
に 2校しか無い「レーザー加工機」
を有効に活用したり，「足踏み式」
消毒液スタンドの製作方法をWeb
講義にて配信しました。他校の先生
方とも技術を共有することができまし
た。 

 

【ＩＣＴの活用に係る校内研修】     【新型コロナウイルス対策アイデア会議】  【電子掲示板を活用した手洗いの啓発】 

計画 

実行 

評価 

改善 


